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【課題の概要】 
本研究は、応募者が発見した、神経ペプチド QRFP 遺伝子

を発現する Q ニューロンの活性化により、冬眠様の低代謝状

態（QIH）を引き起こすメカニズムを交感神経系との関係な

ども含めて、神経科学的に解明しようとするものである。マ

ウスの最新の神経科学的なトレーサーや光遺伝学などを用い

て、Q ニューロンの標的や活動動態の解明を目指している。

さらに、ヒトへの応用も視野に入れ、低分子化合物の探索や、

霊長類で QIH 状態を引き起こせるかの解明も目指している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、応募者が最近自ら発見した、これまでの概念を

覆すような極めて重要な現象（QIH）を、基礎から将来の応

用までを見据えた広い視野から研究を進めるものである。こ

れまでの確固たる研究成果に基づいて十分な準備が整ってい

ることから成果が期待できるだけでなく、学術的な重要性や

独自性はもちろん、社会への波及効果も際立った研究である。

特に、ヒトへの応用が可能になると、社会的にも大きな波及

効果が期待される。 

 


